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6月定例会 

令和7年度補正予算を可決 令和7年度補正予算を可決 令和7年度補正予算を可決 令和7年度補正予算を可決 
　６月定例会は６月６日に招集され、23日ま
での18日間の会期で開きました。今定例会で
は報告３件、令和７年度一般会計補正予算につ
いてなどの議案12件が提出され、慎重に審議
を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。
　一般質問は６月19日、20日、23日に行われ、
12議員が町政全般にわたり質問しました。

第519回定例会 

賛否の分かれた議案等 

※竹本議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

１ １２ 
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１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 
国民健康保険税条例の改正
概要：税率改正、課税限度額の引き上げ及び
５割軽減、２割軽減に係る軽減判定所得の見直し

三
輪
一
朝
 

条　例 

全員賛成で同意・可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 

その他 

工業用水道事業会計補正予算（第１号）

報　告 

一般会計補正予算（第１号） 7830万円増額（総額113億9530万円）
令和7年度 
補正予算 

条　例 

一般職の職員の給与に関する条例の改正 職務段階別加算額について、加算率を乗じる額に、地域手当を
加える改正

ふるさと応援寄附条例の改正 寄附金を財源として行う事業に「観光まちづくり（ガジロウな
どの妖怪事業）や環境整備に資する事業」を追加

福祉医療費助成条例の改正 県が福祉医療費助成事業の実施要綱を改正し、福祉医療制度に
おける低所得判定基準等を引き上げることに伴う改正

令和６年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越
計算書の報告 10事業２憶7551万円を翌年度へ繰り越し

営業収益を290万円増額、営業外収益を５万４千円減額し、収
入総額を5624万６千円、支出の営業費用を230万円増額し支出
総額を4960万円とする

福崎町総合戦略（第３期）
少子高齢化・人口減少に歯止めをかけるとともに、地域性を活
かし、将来にわたって活力あるまちを維持するため、３期目を
策定

令和６年度福崎町水道事業会計予算繰越計算書の報告 ２憶2095万３千円を翌年度へ繰り越し

令和６年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 ２憶371万５千円を翌年度へ繰り越し

工業用水道事業給水条例の改正 将来にわたり安定した経営を行うために料金単価を改定

（南大貫）宮の池改修工事請負契約 株式会社フジケンと6746万9534円で工事請負契約を締結

損害賠償の額を定め和解すること 物損事故における損害賠償の額を184,300円と定め和解する

人　事 
監査委員の選任 村上隆文氏を選任

中播公平委員会委員の選任 山下茂樹氏を選任

国民健康保険税条例の改正 

反対討論（要旨） 
　国民健康保険は年金を頼りの高齢者や不安定なフリーランスの人などの命と健康に関わる保険で社会
保障としての重要な制度。県の示す税率数値はあくまでも参考値として捉えるべき。諸物価高騰の中で
あり、税率の値上げをしないよう求める。

討論 討論 
小 林 　博  
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福崎町総合戦略（第3期）策定 

　
　
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
、
子
ど
も
の
人
口
も

減
る
中
で
『
「
住
み
続
け

た
い
・
い
ず
れ
戻
っ
て
き

た
い
」
と
思
う
子
ど
も
の

割
合
』
が
６
％
ア
ッ
プ
と

い
う
高
い
目
標
を
設
定
し

て
あ
る
が
、
具
体
的
な
施

策
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
む
環
境
づ
く
り
や
地
域

と
学
校
の
連
携
協
働
体
制

の
推
進
、
子
ど
も
た
ち
の

ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
な

ど
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

も
と
に
事
業
を
行
い
、
目

標
数
値
に
近
づ
け
た
い
。

　
100
億
を
超
え
る
予
算
を

組
ん
で
様
々
な
事
業
を
し

て
い
る
。
そ
れ
は
全
て
住

民
の
幸
せ
を
願
い
、
住
民

の
福
祉
の
向
上
の
た
め
の

予
算
だ
と
思
っ
て
い
る
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
予
算
だ
と

い
う
ふ
う
に
ご
理
解
を
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
　
こ
の
よ
う
な
計
画
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
違
い

は
。
上
位
と
下
位
の
計
画

だ
け
か
そ
れ
と
も
そ
れ
ぞ

れ
違
う
方
向
を
示
し
て
い

る
か
。

　
上
位
計
画
が
総
合
計
画

で
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た

形
で
、
全
て
の
個
別
の
計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
総
合
戦
略
は
、
東
京
一

極
集
中
を
是
正
し
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

の
計
画
で
、
そ
の
目
的
の

た
め
に
今
努
力
を
し
て
い

る
。

　
た
だ
、
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
の
は
、
本
当
に

難
し
い
こ
と
で
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
な
ど
を
増

や
し
な
が
ら
ま
ち
の
活
力

を
維
持
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
 

問
 

質
 

疑
 

企
画
財
政
課
長 

町
長 

町
長 

行政改革調査特別委員会設置 行政改革調査特別委員会設置 行政改革調査特別委員会設置 
　総務文教常任委員会から提案された行政改革調査特別委員会の設置について、本会議２日目に
全員賛成で設置することが決定しました。委員は議長を除く13人です。

目　的：行政改革に住民の意思を反映する議会として積極的に関与し、立案段階から行政に意見
　　　　・提案等をしていく

行政改革に関する勉強会などを実施後、特別委員会開催予定今後のスケジュール 今後のスケジュール 

委 員 長　　高　平記
副委員長　三輪　一朝

計画期間：令和７年度から令和11年度

基本理念：自治基本条例をふまえた参画と協働により、調和のとれたまちづくりを積極的に推進

将 来 像：

基本目標：人口維持と地方創生の視点で重点的に取り組めるよう、５つの基本目標を設定します
　　　　　❶誰もが住みやすく、いきいきと安心して暮らせるまちづくり
　　　　　❷学びを通じて生きがいをもてるまちづくり
　　　　　❸結婚、出産、子育てのしやすい環境づくり
　　　　　❹安定して働くための産業振興と雇用をつくる
　　　　　❺福崎町への新しいひとの流れをつくる

活力にあふれ風格のある住みよいまち 
　　　　　　　　～住んで、学んで、働いて未来につながる福崎～ 

全体ビジョン 第６次総合計画で掲げる基本理念と将来像の達成をめざします
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6月定例会 
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公平委員会 とは 
　地方公務員の職員の勤務条件に関する措置の要求
及び職員に対する不利益処分を審査し、並びにこれ
について必要な措置を講ずることを職務とする行政
委員会です。

豆 知 識 

監
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の
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意
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７
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４
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村上隆文氏
かみむら たか ふみ

監査委員 とは 
　地方自治法に基づいて地方自治体の財務に関する
事務の執行及び経営に係る事業の管理を監査するほ
か、必要に応じて法令に基づき各種の監査をする機
関です。

豆 知 識 

山下茂樹氏
したやま しげ き

　一般会計補正予算（第１号）は歳入歳出それぞれ7830万円を追加し、補正後の予算総額を113
億9530万円としました。

令和7年度 一般会計補正予算（第1号） 

名　　　目 概　　　　　要 金　　額 

地域防災組織育成助成事業助 
成金 

西治区自治会防災備蓄用の発電機などの
購入費総額159万4000円に対する助成金

150万円 

長寿祝金 ３月定例会での条例否決に伴う増額316万円 

システム改修費 
福祉医療制度の改正と医療費助成のオン
ライン資格確認の実施に対応

366万3千円 

税務課窓口レジシステム導入 キャッシュレス決済機能の追加及びＰＯ
Ｓレジシステムをリースから購入に変更

231万7千円 

町民第１グラウンド夜間照明 
設備改修工事費 

老朽化のため水銀灯からＬＥＤ灯に改修6700万円 

歳
　
出
 

歳
　
入
 

名　　　　　　　目 金　　額 

地域防災組織育成助成事業助成金（自主防災組織育成分）
150万円 

（10分の10） 

全額一般財源 316万円 

国庫補助金「地域診療情報連携推進費補助金」
補助金以外は一般財源

141万9千円 
（2分の1） 

国庫補助金「新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）」
補助金以外は一般財源

133万3千円 
（2分の1） 

町債
スポーツ振興くじ助成金
ふるさと応援基金繰入金

4590万円 
1600万円 
310万円 

上記、歳出名目に対しての主な財源 

主な補正内容 

❶

❷

❸

❹

❺

❶

❷

❸

❹

❺



総務文教常任委員会 

5 ふくさき議会だより　第175号 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　牛 尾 成 利  
委　　員　牛 尾 雅 一  
委　　員　大 住 文 子  
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　中 田 貴 子  

総務文教常任委員会 

少額随意契約基準引き上げ 

行政改革調査特別委員会設置を提案 行政改革調査特別委員会設置を提案 行政改革調査特別委員会設置を提案 

限度額の引き上げ 
　物価高騰対応及び事務の効率化のため、
地方自治法施行令167条の２第１項第１号
の別表で定めている随意契約によることが
できる場合の限度額が引上げられ、令和７
年４月１日から施行されました。この改正
に伴い「福崎町財務規則」で規定している随意契約を行う場合の限度額の改正を行いました。

行政改革に住民の意思を反映する議会として積極的に関与していく

❶第６次行政改革の最終年度であるため、進捗管理及び計画対実績の対比から問題点を
　把握して原因を追求し次に生かす

❷今年度が第７次の行政改革の立案年度のため、財政の立て直しという視点から、立案
　段階から行政に対し意見や提案等を積極的に行う

●令和6年12月6日　全員協議会 
　　企画財政課から第６次行政改革についての説明（このままでは財政状況の悪化によ
　り見通しでは令和15年には財政調整基金がゼロに）

●令和6年12月11日　総務文教常任委員会 
　　当時の委員で３月末までをめどに、多岐に渡る町民の視点から、第６次行政改革の
　問題点や改選後の議員に課せられる課題等を提言できるようまとめるため、議会運営
　委員会へ特別委員会の設置を求めることについて、全員賛成で可決

●令和6年12月18日　議会運営委員会 
　　改選まで時間がない、設置は改選後でよい等の意見があり、賛否がわかれたため全
　員協議会で諮ることに決定

●令和6年12月19日　全員協議会 
　　反対多数で否決

●令和7年5月　総務文教常任委員会 
　　委員長から改選後の議員全員で取り組むべき課題として設置を働きかけていくこと
　を提案。全員賛成で可決

・公表対象について 
　　入札結果等公表要綱の改正も行い、入札結果について
　は予定価格130万円以上を公表対象としていましたが、
　原則入札を行う額200万円超に引上げました。
　　随意契約の公表についても130万円以上から200万円
　超に引上げを行っています。

・委員会への報告について 
　　なお、所管の委員会への報告・発注見通しについては
　250万円超で変更はありません。

目  的 

経  緯 

工事又は製造の請負 200万円 130万円 
財産の買入れ 150万円 80万円 
物件の借入れ 80万円 40万円 
財産の売払い 50万円 30万円 
前各号に掲げるもの以外
のもの（委託料等が該当） 100万円 50万円 

改 正 後  改 正 前  

※改正分のみ
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民生まちづくり常任委員会 

　近年の人口減少や少子高齢化、地域社会に対する意識の希薄化などの社会情勢の変化に伴い、
消防団員の確保が困難であるという現状を踏まえ、団員の処遇改善や団員定数の適正化、活動し
やすい環境づくり等を幅広く検討するため、令和５年度に設置され、１年半をかけ答申が出され
ました。

委 員 長　三 輪 一 朝  
副委員長　住 谷 庸 子  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　北 山 智 恵  
委　　員　小 林 　 博  
委　　員　田 中 康 智  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

福崎町消防団あり方検討委員会答申 福崎町消防団あり方検討委員会答申 福崎町消防団あり方検討委員会答申 

　令和５年度に比べ1178件の増、寄附額は2501万9000円の増、プラス28％となり１億円の大台
に乗ることができたと報告がありました。

令和6年度ふるさと納税（ふるさと応援寄附金）実績 

定員について（要約） 
　現在まで100％の充足率を維持できている根底には団結力の強さや誇りがあるからではな
いかと考える。定員を減らす場合には、機動力、消防力の低下、地域活力の低下を懸念する
といった意見が多く、人口減少という社会課題にあらがいながらも定員数を維持できている
消防力の高さを鑑み、600人を維持することが望ましいとの結論に至った。

（1）分団基準定数の見直し 
　600人を維持する場合においても、地区によってはすでに限界を迎えている分団もあるこ
とは確かであるため、分団基準定数の見直しが必要と考える。

（2）定員削減について 
　定員削減の程度によって、機能別団員の定員数の改正や任命基準の見直しを行う必要があ
る。

（3）分団の統合について 
　各地区内での緊急時の活動に遅延が生じる恐れがあることから、容易に統合をすすめるこ
とは尚早であると判断する。

あり方に関する提言 

寄 附 金 

申込数（件） 寄附金額（円） 

5,326 113,318,000

募　　金 － 118,903

基金利子 － 97,935

合　　計 5,326 113,534,838

令和6年度 

申込数（件） 寄附金額（円） 

4,148 88,299,000

－ 52,484

－ 147,299

4,148 88,498,783

令和5年度 

※募金　町有施設に設置してある募金箱に入れられた金額

　
　
答
申
を
受
け
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

　
分
団
や
支
部
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
600
人
体
制

は
維
持
し
な
が
ら
各
地

区
の
中
で
増
減
で
き
る

の
か
等
を
ま
ず
は
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　
定
数
維
持
の
仕
方

の
検
討
な
ど
、
こ
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
は
今

後
も
実
施
さ
れ
る
の
か
。
 

 　
提
言
書
に
も
継
続
し

て
研
究
し
て
い
く
と
あ

り
、
機
能
別
消
防
団
員
、

女
性
消
防
団
員
、
加
入

促
進
な
ど
継
続
し
て
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

問
 

問
 質

 

疑
 

住
民
生
活
課
長 

副
町
長 



一般質問 
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通 告 の 内 容 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

①医療保険（国保、後期高齢者）について
②農業政策について
③安全な街づくりについて
④環境問題等の懸案事項について
⑤町政の基本姿勢について

小 林 　 博  
１８ページ 

こ ばやし ひろし 

①AEDの現状と取組について
②教育の機会均等を図るための取組
　（奨学金）について
③職場環境改善への取組について

住 谷 庸 子  
１１ページ 

すみ たに よう こ 

①福崎町の財政状況と行財政改革について
②福崎町民の健康、町ぐるみ健診について

牛 尾 成 利  
１０ページ 

うし お なり とし 

①地元業者優遇処置について
②トライやるウィークについて
③消防団あり方検討委員会について
④都市計画道路について

植 岡 茂 和  
８ ペ ー ジ  

うえ おか しげ かず 

①骨太の方針・人事院勧告等にかかる
　福崎町財政への影響等について
②防災にかかる取り組みの拡充について

三 輪 一 朝  
１５ページ 

み わ かず とも 

①ジェンダーと男女共同参画の推進に
　ついて
②福崎町の特色ある教育の在り方について

中 田 貴 子  
１６ページ 

なか た たか こ 

①町内事業者物品契約率の向上について
②一般廃棄物処理について
③元中小企業大学校関西校の跡地活用

田 中 康 智  
９ ペ ー ジ  

た なか やす とも 

①中学校部活動地域移行について
②行財政改革の現状と今後の取り組み
　について

前 川 裕 量  
１２ページ 

まえ かわ ひろ かず 

①空家対策について北 山 智 恵  
１３ページ 

きた やま ち え 

①災害対策について
②エルデホールについて

大 住 文 子  
１４ページ 

おお すみ ふみ こ 

①地域活性化に向けた土地利用の見直
　しについて

牛 尾 雅 一  
１７ページ 

うし お まさ かず 

①福崎町財政について城 谷 英 之  
１９ページ 

しろ たに ひで ゆき 

※今号から問と答弁の表現を統一しています。 



一般質問 

植 岡 茂 和  

 
 
地
元
事
業
者
を
優
遇

で
き
る
よ
う
な
優
先
指
名

加
点
制
度
等
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
例
は
あ
る
か
。
 

　
徳
島
市
で
は
、
地
元
企

業
優
先
発
注
等
に
係
る
実

施
方
針
を
定
め
て
い
る
。

関
係
法
令
等
を
遵
守
し
つ

つ
、
建
設
工
事
、
建
設
工

事
に
付
随
す
る
設
計
等
の

委
託
、
施
設
修
繕
に
お
い

て
、
技
術
的
難
度
の
高
い

建
設
工
事
を
除
き
、
原
則

と
し
て
市
内
業
者
を
選
定

す
る
。
分
離
分
割
発
注
に

努
め
る
、
下
請
業
者
は
市

内
業
者
を
選
定
す
る
よ
う

文
書
で
要
請
す
る
、
建
設

資
材
を
調
達
す
る
際
は
、

市
内
産
資
材
を
優
先
使
用

す
る
か
、
市
内
業
者
か
ら

調
達
す
る
よ
う
文
書
で
要

請
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

 
 
優
遇
制
度
を
導
入
し

た
自
治
体
例
を
ど
う
評
価

し
た
か
。
 

　
明
文
化
す
る
こ
と
で
地

元
事
業
者
優
先
の
姿
勢
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

 
 
地
元
に
配
慮
の
あ
る

優
遇
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

　
徳
島
市
の
よ
う
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
福
崎
町
の

事
業
者
登
録
者
数
を
考
え

る
と
制
度
の
導
入
は
難
し

い
と
考
え
る
。

 
 
同
じ
よ
う
な
例
で
な

く
と
も
、
総
合
評
価
方
式

の
よ
う
に
し
て
み
る
、
例

え
ば
地
元
貢
献
が
あ
る
、

地
元
雇
用
が
あ
る
、
災
害

協
定
等
で
加
点
項
目
を
つ

け
る
な
ど
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。
 

　
地
元
貢
献
、
地
元
雇
用
、

下
請
受
注
機
会
の
観
点
か

ら
、
指
名
競
争
入
札
で
は

対
応
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
た
め
、
一
般
競
争
入
札

で
導
入
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
く
。

 
 
検
討
し
て
い
た
だ
く

が
、
地
元
事
業
者
の
育
成

に
向
け
た
中
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
で
具
体
的
な
案
は

あ
る
か
。
 

　
第
６
次
総
合
計
画
基
本

計
画
の
第
４
章
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
活
力
と

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
地
域
経
済
の
振
興
の
中

で
、
中
小
企
業
な
ど
へ
の

支
援
と
し
て
、
町
内
事
業

者
に
対
す
る
制
度
融
資
・

利
子
補
給
制
度
の
活
用
促

進
や
、
商
工
会
と
連
携
し

て
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
経

営
指
導
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ

に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
段

階
的
な
取
り
組
み
は
、
町

内
事
業
者
優
遇
制
度
や
総

合
評
価
落
札
方
式
に
つ
い

て
研
究
す
る
。

 
 
地
域
と
の
連
携
強
化

と
し
て
、
商
工
会
や
町
内

事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

体
制
の
構
築
は
で
き
て
い

る
か
。
 

　
福
崎
町
商
工
会
の
呼
び

か
け
に
よ
り
数
多
く
の
受

け
入
れ
先
を
開
拓
し
て
い

た
だ
い
た
。
中
学
１
年
生

で
は
、
商
工
会
と
連
携
し

て
、
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
に
参
加
す
る
心
構
え

や
働
く
こ
と
の
意
義
、
町

内
企
業
の
こ
と
を
知
る
取

り
組
み
、
将
来
福
崎
町
で

働
き
た
い
、
福
崎
町
に
貢

献
し
た
い
と
思
え
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
仕
事
の
こ
と
を
語

る
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

 
 
福
崎
駅
田
原
線
の
進

捗
状
況
は
。
 

　
工
事
着
手
を
今
秋
頃
予

定
し
て
い
た
が
、
国
庫
補

助
の
内
示
状
況
を
考
慮
し
、

今
年
度
は
着
手
し
な
い
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

 
　
内
示
率
に
つ
い
て
要

望
等
は
さ
れ
た
の
か
。
 

　
国
か
ら
補
正
予
算
が
出

て
こ
よ
う
か
と
思
う
の
で
、

そ
の
際
に
し
っ
か
り
と
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

 
 
町
長
は
こ
の
事
業
を

急
ぐ
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。
 

　
優
先
的
な
重
要
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
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地元事業者を育てていける制度は 
考えられないか 

ト
ラ
イ
や
る
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク
 

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

都
市
計
画
道
路
 

町内事業者を育成する観点で他市町の事例を参考に 
考えていく 



一般質問 

 
 
国
の
機
関
の
誘
致
や

公
共
的
な
利
用
に
つ
い
て

も
う
少
し
掘
り
下
げ
、
福

崎
町
が
現
在
抱
え
て
い
る

諸
課
題
の
解
決
の
起
爆
剤

と
な
る
有
効
利
用
を
中
小

機
構
と
連
携
し
て
追
求
し

て
い
く
べ
き
で
は
。
 

 　
政
府
機
関
の
地
方
移
転

と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。

兵
庫
県
や
中
小
機
構
と
も

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。
市
街

化
調
整
区
域
に
あ
る
建
物

で
あ
り
様
々
な
制
約
が
あ

る
が
、
空
き
家
活
用
特
区

制
度
な
ど
を
活
用
し
た
手

法
で
誘
致
活
動
を
中
小
機

構
、
地
元
と
連
携
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 
 
今
後
の
福
崎
町
の
ま

ち
づ
く
り
全
体
の
中
に
位

置
付
け
て
検
討
を
行
う
た

め
、
庁
内
の
全
所
属
が
知

恵
を
出
し
合
う
組
織
横
断

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
。
 

 　
市
街
化
調
整
区
域
の
土

地
建
物
で
あ
り
、
法
的
な

制
限
が
あ
る
た
め
、
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
町
組
織
全

体
で
検
討
し
て
い
く
べ
き

案
件
だ
と
考
え
る
。

　
 
物
品
の
町
内
事
業
者

契
約
率
の
現
状
は
。
 

 　
令
和
５
年
度
の
購
入
比

率
は
、
需
用
費
で
52
％
、

備
品
購
入
費
は
34
％
、
全

体
で
は
40
％
。
年
度
に
よ

っ
て
変
動
は
あ
る
が
40
％

台
前
半
で
推
移
し
て
い
る
。

　
 
指
名
先
、
見
積
り
依

頼
先
の
選
定
方
法
は
。
 

 　
物
品
購
入
の
入
札
、
見

積
り
合
わ
せ
は
、
建
設
工

事
入
札
参
加
者
選
定
要
綱

に
準
じ
て
町
内
業
者
を
優

先
し
て
選
定
し
、
順
次
対

象
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
 
入
札
参
加
者
の
数
も

工
事
要
綱
が
準
用
さ
れ
て

い
れ
ば
、
最
少
金
額
が
２

０
０
０
万
円
未
満
で
６
人

か
ら
８
人
。
工
事
の
要
綱

を
準
用
す
る
現
在
の
取
扱

い
を
改
め
て
物
品
の
要
綱

を
定
め
、
現
実
に
即
し
た

品
目
や
金
額
を
き
め
細
か

く
設
定
す
べ
き
で
は
。
 

 　
競
争
性
の
確
保
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
よ
り
適

切
な
選
定
が
で
き
る
よ
う
、

他
市
町
の
事
例
も
参
考
に

研
究
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
 
各
所
管
課
で
発
注
す

る
少
額
な
随
意
契
約
で
職

員
が
迷
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
手
引
を
整
備
す
べ
き

で
は
。
 

 　
適
正
な
見
積
り
合
わ
せ

の
一
助
に
な
る
と
考
え
る

の
で
作
成
を
検
討
す
る
。

　
 
く
れ
さ
か
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
中
継
基
地
化

し
た
前
後
と
神
崎
郡
３
町

共
同
ご
み
処
理
体
制
で
町

民
一
人
当
た
り
ご
み
処
理

費
用
の
推
移
は
。
 

 　
く
れ
さ
か
で
の
焼
却
は

令
和
３
年
度
ま
で
で
、
令

和
２
年
度
は
一
人
当
た
り

８
７
５
３
円
、
令
和
３
年

度
は
１
万
１
３
２
０
円
、

令
和
４
年
度
は
１
万
８
６

４
２
円
、
令
和
５
年
度
は

１
万
８
６
５
２
円
と
推
移

し
て
い
る
。
神
崎
郡
３
町

共
同
ご
み
処
理
体
制
の
数

値
は
算
出
し
て
い
な
い
。

　
 
処
理
方
法
の
変
更
で

８
割
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

神
崎
郡
３
町
共
同
ご
み
処

理
体
制
後
が
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
。
資
源
化
物
の
売
却

収
入
を
控
除
し
て
計
算
し

た
か
。
 

 　
収
入
計
上
し
て
い
る
。

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み

回
収
助
成
制
度
を
設
け
、

収
集
し
た
資
源
物
で
は
新

た
な
売
却
ル
ー
ト
も
開
拓

し
て
い
る
。

　
 
住
民
の
合
意
形
成
を

丁
寧
に
進
め
て
い
く
努
力

が
不
可
欠
。
３
町
共
同
化

に
係
る
今
後
の
検
討
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
 

 　
3
町
で
月
1
回
か
ら
2

回
の
ペ
ー
ス
で
、
ご
み
の

分
別
、
収
集
、
処
理
の
体

制
や
、
ご
み
の
有
料
化
も

視
野
に
入
れ
た
調
整
会
議

を
開
い
て
対
応
を
進
め
て

い
く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

を
大
切
に
検
討
を
進
め
、

丁
寧
な
合
意
形
成
を
図
る
。

問
 

問
 

問
 

会
計
管
理
者
 

問
 

会
計
管
理
者
 

町
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

町
長
 

町
長
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町
内
事
業
者
の
　
　

町
内
事
業
者
の
　
　
 

物
品
契
約
率
の
向
上

物
品
契
約
率
の
向
上
 

町
内
事
業
者
の
　
　
 

物
品
契
約
率
の
向
上
 

一
般
廃
棄
物
の
　
　

一
般
廃
棄
物
の
　
　
 

　
　
処
理
に
つ
い
て

　
　
処
理
に
つ
い
て
 

一
般
廃
棄
物
の
　
　
 

　
　
処
理
に
つ
い
て
 

中小企業大学校関西校の跡地活用に 
対して町は現在どのように活動しているか 

中小機構と連携し、入札参加者の発掘活動や周知 
活動を行い、売却先としてふさわしいか確認していく 田 中 康 智 
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福
崎
町
の
財
政
水
準
、

財
政
調
整
基
金
の
状
況
は
。
 

  　
県
内
で
は
下
位
の
水
準

で
、
当
分
の
間
は
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
こ
と
に

な
る
。

　
　
次
の
「
第
７
次
行
政

改
革
」
の
策
定
は
、
令
和

８
年
度
予
算
の
と
り
ま
と

め
前
ま
で
に
行
わ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
。
 

  　
最
終
案
を
今
年
の
11
月

に
お
示
し
す
る
予
定
。

　
　
経
常
収
支
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
な
ど
、
ど
の
財
政
指

標
を
重
点
に
改
善
す
る
の

か
。
 

  　
財
政
状
況
の
改
善
で
は
、

ど
の
指
標
の
改
善
も
大
事

だ
が
、
ま
ず
は
、
収
支
を

均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
行
政
改
革
を
進
め
て
い

く
。

　
　
行
政
改
革
の
策
定
に

お
い
て
、
年
度
ご
と
に
進

捗
の
確
認
、
検
証
、
公
表
、

目
標
の
見
直
し
を
行
う
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
に
定

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。
 

  　
義
務
的
経
費
が
高
止
ま

り
し
て
い
る
の
で
、
財
政

指
標
の
数
値
は
改
善
し
に

く
い
。
し
か
し
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
等
の
見
込
み
を
提
示
し

て
、
行
革
の
成
果
が
見
え

る
目
標
を
設
定
し
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思

っ
て
い
る
。

　
　
町
長
が
自
ら
福
崎
町

の
財
政
が
厳
し
い
こ
と
、

行
革
の
内
容
等
を
広
く
町

民
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。
 

  　
広
報
ふ
く
さ
き
や
行
政

懇
談
会
で
、
福
崎
町
の
財

政
が
大
変
厳
し
い
こ
と
、

今
後
の
進
め
よ
う
と
す
る

事
業
な
ど
を
住
民
に
説
明

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
町
ぐ
る
み
検
診
を
行

う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
の
姿
を
目
指
し
て
い

る
か
。
 

  　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

が
ん
検
診
等
で
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
福
崎
町
で
は
検
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
方
策
を
と
っ
て

い
る
か
。
 

  　
節
目
年
齢
に
無
料
で
受

診
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
る
。
年
２
回

特
定
健
康
診
査
の
受
診
勧

奨
を
行
い
、
が
ん
検
診
の

申
し
込
み
も
同
時
に
受
け

付
け
て
い
る
。

　
　
受
診
率
が
最
も
低
い

胃
が
ん
健
診
の
自
己
負
担

金
２
０
０
０
円
は
高
い
の

で
は
な
い
か
。
隔
年
で
受

診
さ
れ
る
方
に
は
減
額
し

て
は
。
 

  　
胃
が
ん
検
診
の
委
託
料

は
７
０
４
０
円
で
、
町
が

７
割
程
度
を
負
担
し
て
い

る
の
で
、
自
己
負
担
額
の

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
検
診
で

厚
生
労
働
省
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
単
独
法
を
推
奨
し
て

い
る
。
陰
性
の
方
は
５
年

に
１
回
の
検
診
で
済
む
こ

と
に
な
る
が
、
導
入
の
時

期
は
い
つ
か
。
 

  　
対
象
者
管
理
の
体
制
も

考
慮
し
な
が
ら
、
令
和
８

年
度
以
降
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
検
診
の
結
果
要
精
密

検
査
に
な
っ
た
方
へ
の
受

診
勧
奨
は
ど
う
し
て
い
る

か
。
 

  　
要
精
密
検
査
の
未
受
診

の
方
に
は
個
別
に
医
療
機

関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
検
診
項
目
の
充
実
に

つ
い
て
、
腹
部
エ
コ
ー
検

査
を
加
え
れ
ば
ほ
ぼ
人
間

ド
ッ
ク
並
み
の
検
査
が
で

き
て
、
町
民
の
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。
 

  　
検
診
機
関
等
と
の
調
整
、

受
診
予
約
方
法
を
検
討
し
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

町
長
 

町
長
 

問
 

町
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

町
ぐ
る
み
健
診
の
充
実

町
ぐ
る
み
健
診
の
充
実
 

町
ぐ
る
み
健
診
の
充
実
 

牛 尾 成 利  

行政改革で重点的に改善に取り組む 
財政指標は 
まずは、町財政の収支が均衡することを目標に 
進めていく 
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
か
。
 

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

日
本
救
急
医
療
財
団
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
ペ
ー
ジ
と

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
紹
介
し

て
い
る
。

 
 
今
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
緊
急
時
に
検
索
し
づ
ら

い
。
わ
か
り
や
す
く
設
置

場
所
を
掲
載
で
き
な
い
か
。
 

　
把
握
で
き
る
範
囲
に
な

る
が
、
ど
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

あ
る
と
い
う
よ
う
な
一
覧

表
の
掲
載
は
で
き
る
と
思

う
。

 
 
建
物
に
鍵
が
か
か
っ

て
い
ざ
と
い
う
時
に
使
い

に
く
い
現
状
が
あ
る
。
緊

急
時
に
使
用
で
き
る
体
制

の
検
討
は
。
 

　
緊
急
時
に
使
え
る
よ
う

屋
外
に
設
置
す
る
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
だ
が
、
管
理

や
費
用
の
問
題
が
あ
る
た

め
す
ぐ
の
対
応
は
難
し
い

と
考
え
る
。

 
 
町
の
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
 

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
生
徒
に
対

し
て
は
国
や
県
の
奨
学
金

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、町
独
自
の
奨

学
金
制
度
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

 
　
奨
学
金
を
返
済
し
て

い
る
若
者
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。

町
長
の
重
点
施
策
に
「
教

育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
」

が
あ
る
。
誰
も
が
教
育
を

受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
は
今
後
福
崎
町

に
住
む
若
者
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
と
考
え
る
が

町
と
し
て
の
考
え
は
。
 

　
奨
学
金
の
返
済
支
援
に

つ
い
て
今
ま
で
考
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
福
崎

町
に
10
年
、
20
年
と
住
み

続
け
て
い
た
だ
け
る
の
で

あ
れ
ば
何
ら
か
の
支
援
を

し
て
も
い
い
と
は
思
う
。

 
 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
及

ぼ
す
職
場
環
境
へ
の
影
響

は
。
 

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
あ
る

職
場
で
働
く
こ
と
は
心
理

的
負
担
が
大
き
く
、
長
期

化
す
る
と
精
神
的
な
疾
患

の
発
症
等
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
結
果
、

労
働
環
境
を
害
し
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
も
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 
 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

の
実
施
状
況
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討
は
。 

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
応
す
る
研
修
は

令
和
５
・
６
年
度
に
全
職

員
を
対
象
に
実
施
。
現
在
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に

関
す
る
要
綱
を
制
定
し
、

相
談
窓
口
も
設
置
し
て
い

る
。
今
後
、
研
修
を
行
い
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
も
し
て

い
き
た
い
。

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

総
務
課
長
 

問
 

総
務
課
長
 

問
 

町
の
奨
学
金
制
度

奨
学
金
制
度
 

町
の
奨
学
金
制
度
 

職
場
環
境
改
善

職
場
環
境
改
善
へ
の
 

取
り
取
り
組
み
組
み
　
　
　
　

　
　
　
　
 

職
場
環
境
改
善
へ
の
 

取
り
組
み
 
 
 
 

若い世代への普通救命講習の実施状況 
と消防との連携は 

中播消防署と連携して町内小中学校、播磨福崎高校、 
神戸医療未来大学で実施している 住 谷 庸 子 

町ホームページ　AEDの案内掲載ページ

厚生労働省ハラスメント防止ポスター
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な
ぜ
部
活
動
地
域
移

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
国
の
目
的
は
。
 

 　
国
に
お
け
る
目
的
は
少

子
化
が
進
む
中
で
も
、
将

来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸

術
活
動
に
継
続
し
て
親
し

む
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
部
活
動

地
域
展
開
の
目
的
は
、
少

子
化
に
よ
り
学
校
単
位
で

は
活
動
が
難
し
く
な
る
た

め
、
子
ど
も
達
の
学
び
の

機
会
や
選
択
肢
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
。

 
 
今
後
の
全
国
大
会
の

開
催
状
況
は
。
 

 　
全
国
大
会
の
開
催
に
つ

い
て
、
令
和
９
年
度
か
ら

廃
止
に
な
る
競
技
は
水
泳
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
体
操
競

技
、
新
体
操
、
相
撲
、
ス

キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の

９
種
目
。
継

続
し
て
開
催

さ
れ
る
競
技

は
駅
伝
を
含

む
陸
上
競
技
、

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
サ

ッ
カ
ー
、
軟

式
野
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
卓
球
、

バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
柔
道
、

剣
道
、
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
。

 
 
福
崎
町
の
部
活
動
移

行
に
対
す
る
方
針
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
教
育
長
の

考
え
は
。
 

 　
中
学
校
の
生
徒
指
導
は

部
活
動
で
成
り
立
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
生

徒
に
と
っ
て
、
日
々
の
部

活
動
は
、
友
達
、
仲
間
意

識
や
技
術
面
の
向
上
だ
け

で
は
な
い
。
顧
問
の
先
生

か
ら
様
々
な
生
活
上
で
の

基
本
的
な
礼
儀
を
教
え
て

も
ら
う
、
友
達
関
係
や
学

校
、
家
庭
内
で
の
不
平
や

不
満
を
顧
問
の
先
生
に
相

談
に
の
っ
て
も
ら
う
、
あ

る
い
は
個
人
的
な
愚
痴
や

悩
み
、
進
路
な
ど
を
顧
問

の
先
生
と
相
談
し
て
自
分

の
生
き
方
の
基
礎
を
学
ぶ

人
生
勉
強
の
場
で
も
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

 
 
今
の
教
育
長
の
考
え

を
変
え
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
福
崎
町
だ
け
取
り
残

さ
れ
る
。
強
制
的
に
部
活

が
で
き
な
く
な
る
。
 

 

　
決
し
て
福
崎
町
だ
け
が

取
り
残
さ
れ
る
と
は
思
っ

て
い
な
い
が
令
和
13
年
度

以
降
は
休
日
の
部
活
動
が

中
学
校
か
ら
な
く
な
っ
て

い
く
。
拠
点
方
式
で
あ
れ
、

合
同
部
活
動
で
あ
れ
、
一

つ
で
も
多
く
の
受
け
皿
を

作
っ
て
お
き
た
い
と
今
取

り
組
ん
で
い
る
。

学
校
教
育
課
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

前 川 裕 量 

なぜ中学校部活動の地域移行を 
しなければならないのか 
少子化により学校単位では活動が難しくなるため 
子ども達の学びの機会や選択肢を広げる必要がある 

スポーツ庁作成の部活動地域移行説明ポスター
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福
崎
町
の
「
空
家
等

活
用
促
進
特
別
区
域
」
と

は
ど
の
よ
う
な
区
域
か
。
 

　
空
家
等
を
地
方
回
帰
の

受
皿
と
し
て
、
流
通
・
活

用
し
、
移
住
、
定
住
及
び

交
流
の
促
進
並
び
に
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
区
域
で
福
崎

町
は
全
域
を
令
和
６
年
６

月
14
日
に
兵
庫
県
か
ら
指

定
さ
れ
た
。

 
 
こ
の
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
ど
う
い
っ
た
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
か
。
 

　
市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
都
市
計
画
の
区
域
区

分
前
（
昭
和
46
年
３
月
16

日
）
に
建
て
ら
れ
た
空
家

を
建
て
替
え
の
予
定
な
く

除
却
す
る
と
原
則
再
建
築

不
可
だ
っ
た
が
、
こ
の
区

域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
除
却
さ
れ
る
前
に

区
域
区
分
前
に
建
て
ら
れ

た
家
で
あ
る
と
い
う
区
域

区
分
日
前
建
築
届
出
空
家

等
確
認
申
請
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
再
建

築
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
適
法
に
建
築
さ

れ
た
後
10
年
以
上
経
過
し

た
空
家
で
あ
れ
ば
、
カ
フ

ェ
、
事
務
所
等
へ
の
用
途

変
更
が
容
易
に
な
り
、
許

可
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ

れ
た
。

 
 
福
崎
町
の
空
家
活
用

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
予

算
の
内
訳
と
し
て
は
、
県

の
補
助
金
も
入
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

令
和
７
年
度
の
県
が
配
分

し
て
い
る
空
き
家
改
修
に

か
か
る
予
算
額
が
上
限
に

達
し
た
た
め
、締
め
切
ら
れ

た
と
確
認
し
た
。
福
崎
町

の
申
請
状
況
は
い
か
が
か
。
 

　
令
和
７
年
５
月
末
現
在

で
２
件
。
（
住
宅
型
（
一

般
）
１
件
、
住
宅
型
（
若

者
・
子
育
て
世
帯
）
１
件
）

 
 
そ
の
２
件
以
外
で
活

用
希
望
の
相
談
は
。
 

　
現
在
、
申
請
件
数
の
２

件
以
外
は
事
業
の
活
用
に

つ
い
て
の
相
談
は
な
い
。

 
 
福
崎
町
の
令
和
７
年

度
に
お
け
る
空
家
活
用
支

援
事
業
の
補
助
金
の
予
算

と
そ
れ
に
対
応
す
る
件
数

は
。
 

　
令
和
７
年
度
の
予
算
は

５
２
０
万
円
で
、
対
応
す

る
件
数
は
４
件
。

 
 
令
和
７
年
度
の
予
算

は
４
件
と
お
聞
き
し
た
。

今
申
請
し
て
い
る
の
は
２
 

件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町

と
し
て
は
今
後
も
申
請
を

受
付
ら
れ
る
の
か
。
 

　
空
家
活
用
支
援
事
業
の

補
助
金
の
内
訳
に
つ
い
て

は
、
町
費
だ
け
で
な
く
県

費
も
あ
り
、
県
の
予
算
が

上
限
に
達
し
て
い
る
状
況

で
申
請
を
受
け
た
場
合
、

県
費
の
分
を
合
わ
せ
て
町

が
補
助
す
る
こ
と
な
る
た

め
、
県
と
同
様
に
締
め
切

っ
て
い
る
。

 
 
こ
の
事
 

業
は
空
家
の
 

利
活
用
の
促
 

進
を
図
る
た
 

め
の
補
助
金
 

で
、
空
家
の
 

解
消
を
図
る
 

た
め
の
利
活
 

用
促
進
を
目
 

的
と
し
て
い
 

る
の
に
、
早
 

々
に
締
め
切
 

ら
れ
て
し
ま
 

う
と
、
事
業
 

の
目
的
が
達
 

成
で
き
な
い
 

よ
う
に
思
う
 

が
、
い
か
が
 

お
考
え
か
。
 

　
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
早
々
に
締
め
切
ら

れ
、
ま
た
、
活
用
件
数
が

少
な
け
れ
ば
、
空
家
の
利

活
用
促
進
が
図
ら
れ
な
い

た
め
、
県
に
対
し
て
予
算

の
拡
大
を
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

空家利活用促進を図るため補助金 
の予算拡大を 

県に対し予算の拡大を要望していく 

兵庫県「空き家活用支援事業」の案内チラシより
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エ
ル
デ
ホ
ー
ル

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
 

受
付
窓
口
　
　

受
付
窓
口
　
　
 

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
 

受
付
窓
口
　
　
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

町
長
 

大 住 文 子 
粉ミルクと併用しての備蓄を考える 

乳児の命と健康を守るため 
液体ミルクの備蓄を 

管理室の受付窓口（エルデホール）

 
 
町
内
３
カ
所
の
防
災

備
蓄
倉
庫
の
備
蓄
品
一
覧

表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

広
報
等
に
掲
載
す
る
予
定

は
。
 

　
広
報
へ
の
掲
載
や
回
覧

等
を
考
え
て
い
る
。
防
災

ト
ピ
ッ
ク
や
瓦
版
的
な
も

の
を
回
覧
し
て
も
効
果
的

か
と
考
え
て
い
る
。

 
　
災
害
時
に
は
乳
児
用

ミ
ル
ク
の
備
蓄
は
欠
か
せ

な
い
。
粉
ミ
ル
ク
と
液
体

ミ
ル
ク
ど
ち
ら
も
備
蓄
さ

れ
て
い
る
か
。
 

　
粉
ミ
ル
ク
の
み
。

 
　
液
体
ミ
ル
ク
は
滅
菌

済
で
、
災
害
直
後
か
ら
栄

養
補
給
で
き
非
常
に
有
効

と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る

予
定
は
。
 

　
言
わ
れ
る
通
り
、
液
体

ミ
ル
ク
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
と
考
え
る
。
今
後
、

粉
ミ
ル
ク
と
併
用
し
て
の

備
蓄
を
考
え
る
。

 
 
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避

難
で
き
る
避
難
所
は
。
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
ど
こ
に

と
い
う
の
は
決
め
て
い
な
い
。

 
 
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
に
は

受
付
窓
口
が
な
い
の
で
不

便
さ
を
訴
え
る
声
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
 

　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
事
務

所
が
分
か
り
に
く
い
点
は

承
知
し
て
い
る
。
案
内
の

貼
り
紙
の
表
示
を
大
き
く

す
る
な
ど
工
夫
す
る
。

 
 
受
付
窓
口
は
隣
接
市

町
に
は
あ
る
が
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
に
は
な
い
。
ホ
ー
ル

に
お
け
る
受
付
窓
口
に
は
、

お
客
様
を
迎
え
る
「
顔
」

と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、

来
場
者
は
わ
か
り
や
す
く

安
心
し
て
利
用
で
き
る
。

文
化
芸
術
の
拠
点
と
し
て

窓
口
は
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。
 

　
開
館
当
初
は
管
理
室
で

チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
し
て
い

た
時
期
が
あ
る
。
現
在
は

人
員
等
の
問
題
で
受
付
窓

口
の
設
置
は
難
し
い
と
考

え
る
。

 
 
管
理
室
の
小
さ
な
窓

口
と
上
部
の
掲
示
板
を
取

り
外
し
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

解
放
感
の
あ
る
窓
口
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
。
エ

ル
デ
ホ
ー
ル
に
は
文
化
芸

術
を
盛
り
上
げ
て
い
く
拠

点
と
し
て
の
使
命
が
あ
る

と
考
え
る
。
窓
口
設
置
に

つ
い
て
町
長
の
お
考
え
は
。
 

　
社
会
教
育
課
の
中
で
改

善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善

し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

 
 
指
定
席
チ
ケ
ッ
ト
購

入
時
に
、
後
ろ
の
席
し
か

購
入
で
き
な
い
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
が
あ
っ
た
。
公
平
で

は
な
い
と
考
え
る
。
 

　
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
委
託

す
る
際
は
、
満
遍
な
く
、

配
分
を
し
て
お
願
し
て
い

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
が
最

も
多
く
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販

売
す
る
た
め
、
エ
ル
デ
ホ

ー
ル
が
ほ
か
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
よ
り
多
く
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

 
　
希
望
の
席
が
な
い
と

２
カ
所
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

に
い
く
こ
と
に
な
り
、
二

度
手
間
に
な
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
説
明
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。
 

　
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
ん
べ
ん
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福
祉
課
長
 

町
長
 

問
 

直ちに行う必要はないと考えている 

発災前に災害関連死にかかる 
仕組み構築を 

三 輪 一 朝 

 
全
国
的
に
は
、
医
師
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
専
門

家
に
よ
る
審
議
会
で
も
、

自
治
体
ご
と
に
「
災
害
関

連
死
」
に
か
か
る
弔
慰
金

の
支
給
基
準
に
ぶ
れ
が
生

じ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、法
は
、審
議
会
会

長
に
は
、
医
学
等
の
専
門

性
・
知
見
を
有
す
る
方
が

就
く
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
が
、
町
長
の
答
弁
は
、

町
長
は
審
議
会
を
設
置
し

な
い
う
え
に
、
専
門
性
・

知
見
を
有
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
町
長
本
人
が

弔
慰
金
支
給
可
否
に
か
か

る
決
裁
者
と
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
お
り
、
公
平
性
 

・
公
正
性
が
疑
問
で
あ
る
。
 

　
さ
ら
に
は
、
大
災
害
で

あ
る
ほ
ど
、
町
長
は
災
害

対
応
に
、
指
示
、
指
揮
す

る
期
間
が
長
期
化
し
、
想

像
を
絶
す
る
多
忙
の
な
か
、

町
長
が
「
災
害
関
連
死
」

に
か
か
る
弔
慰
金
給
付
決

定
に
直
接
的
に
関
与
す
る

こ
と
を
意
味
し
、
福
崎
町

行
政
の
危
機
管
理
面
か
ら

適
さ
な
い
。
 

　
そ
の
う
え
、
「
災
害
関

連
死
」
は
、
車
中
避
難
時

に
お
い
て
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
に
よ
り
、

災
害
発
生
か
ら
数
日
の
う

ち
に
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
も
理
解
の
う
え

で
、
大
災
害
発
生
時
は
役

場
職
員
を
含
め
て
極
め
て

多
忙
の
な
か
、
「
災
害
関

連
死
」
に
か
か
る
準
備
の

な
い
な
か
で
、
災
害
弔
慰

金
等
を
迅
速
に
支
給
し
、

生
活
再
建
を
遅
延
さ
せ
な

い
こ
と
が
可
能
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
 

　
よ
っ
て
、
小
さ
な
自
治

体
ほ
ど
、
災
害
に
対
す
る

事
前
準
備
、
訓
練
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

発
災
前
に
災
害
関
連
死
に

か
か
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
よ
う
再
考
を
求
め
る
。
 

　
「
災
害
関
連
死
」
は
、

家
族
、
親
族
に
よ
る
申
請

が
な
く
と
も
、
「
災
害
関

連
死
」
と
し
て
の
漏
れ
を

発
生
さ
せ
な
い
制
度
設
計

に
つ
い
て
も
求
め
る
。
 

 
 
住
民
が
大
規
模
な
自

然
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合
に
は
、
災
害
弔
慰
金

が
給
付
さ
れ
る
。
 

　
災
害
弔
慰
金
は
、
災
害

に
よ
る
直
接
的
な
死
因
だ

け
で
な
く
、
被
災
者
が
避

難
生
活
の
継
続
な
ど
、
環

境
の
変
化
に
よ
り
体
調
を

崩
し
て
死
亡
し
た
「
災
害

関
連
死
」
も
対
象
と
な
る
。
 

　
そ
の
判
定
は
専
門
性
・

知
見
を
要
す
る
こ
と
等
か

ら
、
国
は
２
０
１
９
年
に

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
」
を
改
正

し
た
。
 

　
改
正
後
は
、
努
力
義
務

な
が
ら
、
市
町
村
は
、
災

害
と
死
亡
の
因
果
関
係
の

有
無
を
判
定
す
る
「
災
害

関
連
死
」
の
審
査
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
た
。
 

　
法
改
正
６
年
後
の
現
在
、

「
福
崎
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
」

に
「
災
害
関
連
死
」
を
審

査
す
る
審
議
会
設
置
の
条

文
が
な
い
。
 

　
発
災
後
の
自
治
体
は
多

く
の
対
応
に
追
わ
れ
、
迅

速
な
条
例
改
正
、
審
議
会

の
設
置
手
続
き
が
滞
る
た

め
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支

給
が
遅
れ
、
生
活
再
建
に

支
障
が
生
ず
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
 

　
よ
っ
て
、
発
災
後
、
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

平
時
に
お
い
て
条
例
を
改

正
し
、
審
査
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
と
な
る
審
議
会
を

設
置
す
る
た
め
、
本
町
は

当
該
条
例
を
改
正
す
る
の

か
。
 

 　
直
ち
に
条
例
改
正
を
行

う
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
改
正
法
は
、
努
力
義
務

と
し
て
お
り
、
必
ず
し
も

審
議
会
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
な

い
。

　
新
た
な
審
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
手
続
き
の

煩
雑
化
を
招
き
、
か
え
っ

て
住
民
へ
の
支
援
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
。

　
審
議
会
を
設
置
し
な
く

と
も
、
町
長
が
早
急
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
滑

な
弔
慰
金
の
給
付
が
可
能

と
な
る
と
考
え
る
。

、 
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福
崎
町
役
場
に
お
け

る
女
性
職
員
の
比
率
と
離

職
率
に
つ
い
て
実
態
と
課

題
は
。
 

 　
女
性
職
員
比
率
は
、
正

規
48
・
0
％
、
非
正
規
81

・
8
％
と
高
水
準
。
処
遇

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い

て
男
女
差
は
な
い
が
、
離

職
率
で
は
女
性
が
や
や
高

い
状
況
。
今
後
は
若
手
や

監
督
職
層
の
離
職
防
止
に

向
け
、
異
動
の
透
明
化
や

柔
軟
な
人
事
配
置
が
課
題
。

 
 
育
児
・
介
護
休
業
法

改
正
に
伴
う
育
児
休
業
法

等
に
関
す
る
条
例
の
見
直

し
や
支
援
体
制
の
整
備
は
。
 

 　
既
に
条
例
改
正
を
行
っ

た
部
分
も
あ
る
。
育
休
や

短
時
間
勤
務
な
ど
支
援
策

も
整
っ
て
お
り
、
直
近
３

年
で
男
性
職
員
の
育
休
取

得
率
は
100
％
。
代
替
要
員

確
保
や
管
理
職
の
意
識
啓

発
を
進
め
、
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

 
 
女
性
が
も
う
一
つ
働

き
続
け
る
上
で
、
大
き
な

障
壁
と
し
て
健
康
課
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
経
済
産

業
省
の
調
査
で
も
生
理
・

妊
娠
・
更
年
期
な
ど
の
体

調
不
良
を
理
由
に
昇
進
や

就
業
を
諦
め
た
と
い
う
女

性
が
何
と
4
割
に
も
上
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
働

く
女
性
に
年
と
っ
て
、
体

の
こ
と
へ
の
理
解
や
支
援

は
、
キ
ャ
リ
ア
を
続
け
る

た
め
に
も
重
要
な
視
点
だ

と
思
わ
れ
る
。
福
崎
町
に

お
い
て
、
こ
う
い
っ
た
女

性
特
有
の
健
康
課
題
に
対

し
て
、
相
談
窓
口
の
設
置

や
支
援
の
強
化
な
ど
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。
 

 　
女
性
の
健
康
相
談
窓
口

は
未
設
置
だ
が
、
保
健
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
て
お
り
、

必
要
な
場
合
に
は
、
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
。

 
　
男
女
共
同
参
画
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
町
内
に
は
働
き
方

改
革
や
女
性
活
躍
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
や
事
業
所
が
あ
る
。「
女

性
が
輝
く
先
進
企
業
表
彰

（
仮
称
）」
な
ど
福
崎
町
独

自
の
表
彰
制
度
を
導
入
で

き
な
い
か
。
 

 　
町
内
事
業
所
へ
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
啓
発
に
加

え
、
表
彰
や
認
定
は
福
崎

町
に
お
い
て
も
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
有
効
と
考

え
る
た
め
、
導
入
市
町
の

状
況
を
調
査
、
研
究
す
る
。

 
　
高
岡
小
学
校
が
複
式

学
級
と
な
り
、
児
童
数
が

１
０
０
名
前
後
の
小
学
校

も
あ
る
中
、
「
在
り
た
い

未
来
を
創
造
す
る
福
崎
の

教
育
」
に
向
け
、
全
国
で

も
増
加
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
計
画
は
。
 

 　
地
域
と
連
携
し
た
学
校

運
営
を
め
ざ
し
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
導

入
を
進
め
て
い
る
。
令
和

７
年
度
に
高
岡
小
学
校
を

モ
デ
ル
校
と
し
、
令
和
８

年
度
の
本
格
実
施
を
目
指

す
。
説
明
会
や
教
員
研
修

を
行
い
、
地
域
・
保
護
者

の
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

 
 
福
崎
町
内
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
、
こ
こ
数

年
４０
名
台
で
推
移
し
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
は
な
い

が
継
続
的
な
支
援
の
充
実

が
必
要
。
そ
の
対
応
は
。
 

 　
未
然
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
校
内
支
援

委
員
会
に
よ
る
早
期
対
応
、

保
護
者
へ
の
「
心
を
開
く

親
の
会
」
の
実
施
な
ど
支

援
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

 
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
児
童
・
生
徒
の
「
学

校
外
で
学
ぶ
」
こ
と
に
つ

い
て
の
支
援
対
策
は
。
 

 　
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
者
に
は
活
動
報
告
を

基
に
校
長
判
断
で
出
席
扱

い
と
し
、
家
庭
訪
問
や
健

康
調
査
も
継
続
中
。
今
後

も
多
様
な
学
び
を
保
障
す

る
た
め
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
る
。

総
務
課
長
 

総
務
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

中 田 貴 子 

男女共同参画の推進を 

積極的に取り組む事業所を表彰する制度の創設 
を検討 

福
崎
町
の
特
色
あ
る
　
　

福
崎
町
の
特
色
あ
る
　
　
 

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
 

福
崎
町
の
特
色
あ
る
　
　
 

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
 

文部科学省ホームページより令和5年5月1日時点状況
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農地法の厳しい区域で、今の段階では考えていない 

東部工業団地の拡張は 

 
 
西
部
工
業
団
地
の
拡

張
に
つ
い
て
、
町
の
各
種

調
査
の
結
果
、
土
地
の
形

状
や
面
積
の
問
題
、
開
発

の
工
事
費
等
を
勘
案
さ
れ
、

一
旦
計
画
を
中
断
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
東
部
工
業

団
地
の
拡
張
に
向
け
検
討

に
入
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
県
道
三
木
宍
粟
線

か
ら
中
国
道
ま
で
の
農
地

は
、
ほ
場
整
備
か
ら
約

４０
年
経
過
し
て
お
り
、
ほ

場
の
面
積
も
非
常
に
小
さ

く
、
今
日
ま
で
に
一
定
の

役
割
を
終
え
て
い
る
。
ま

た
、
造
成
面
か
ら
も
高
低

差
が
少
な
く
土
地
建
設
の

面
で
も
有
効
と
考
え
る
。
 

　
農
地
法
・
農
振
法
の
規

制
緩
和
が
厳
し
い
区
域
で
、

今
の
段
階
で
町
主
導
で
の

工
業
団
地
拡
張
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
土
地
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
が
造
成

に
は
表
土
を
取
り
除
き
地

盤
改
良
が
必
要
と
考
え
る
。

 
 
工
業
団
地
拡
張
は
福

崎
町
の
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
、
若
者
の
移
住
・

定
住
、
町
財
政
等
多
く
の

面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考

え
る
。
今
回
提
案
し
て
い

る
区
域
は
、
面
積
的
に
は

小
さ
い
が
、
加
西
市
と
の

境
界
に
あ
り
、
加
西
市
も

工
場
誘
致
な
ど
に
力
を
入

れ
て
お
ら
れ
る
と
推
察
す

る
。
隣
接
す
る
自
治
体
と

い
う
こ
と
で
連
携
が
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。
中
国
道

下
り
の
加
西
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
駐
車
場
内
に
東
部
工

業
団
地
の
周
回
道
路
に
直

に
出
ら
れ
る
E
T
C
装
着

車
の
専
用
降
り
口
が
実
現

す
れ
ば
、
伊
丹
空
港
を
活

用
し
世
界
戦
略
を
考
え
ら

れ
る
企
業
誘
致
に
向
け
て

の
加
西
市
、
福
崎
町
の
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
る
。
今
回
提
案
の

拡
張
は
是
非
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
し
、行
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
。
 

  　
産
業
発
展
に
つ
い
て
の

提
案
と
考
え
る
。
私
は
工

業
団
地
も
大
事
だ
が
、
農

業
も
重
要
な
産
業
だ
と
考

え
て
お
り
、
安
易
に
農
地

を
工
業
用
地
に
変
え
る
事

は
ど
う
か
と
も
思
っ
て
お

り
、
総
合
的
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

 
 
地
権
者
と
の
契
約
は

全
て
完
了
し
て
い
る
事
か

ら
、
順
次
事
業
が
進
ん
で

い
く
と
認
識
し
て
い
る
が
、

都
市
計
画
道
路
の
両
サ
イ

ド
の
土
地
利
用
の
計
画
は
。
 

  　
馬
田
山
崎
線
付
近
ま
で

は
近
隣
商
業
地
域
で
、
そ

こ
か
ら
市
川
ま
で
は
第
二

種
中
高
層
住
居
専
用
区
域
。

今
後
の
千
束
新
町
線
の
開

通
に
伴
い
、
駅
前
及
び
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
も
、
地
元
区
と
合
意
形

成
を
図
り
、
ま
た
、
都
市

計
画
審
議
会
に
も
諮
り
、

ど
の
用
途
地
域
に
す
る
か

十
分
な
検
討
が
必
要
。

 
　
都
市
計
画
道
路
中
島

〜
井
ノ
口
線
の
西
側
は
市

街
化
調
整
区
域
で
農
振
の

規
制
も
か
か
っ
て
い
る
と

聞
く
。
こ
れ
か
ら
先
に
沿

道
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
考
え

る
人
に
と
っ
て
は
、
規
制

解
除
に
年
数
を
要
す
る
と

思
う
の
で
農
振
の
規
制
だ

け
で
も
外
せ
な
い
か
。
 

  　
南
田
原
地
区
は
農
業
の

振
興
に
つ
い
て
も
い
ろ
い

ろ
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め

そ
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
思

い
を
尊
重
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

駅
・
田
原
線
　

駅
・
田
原
線
　
 

都
市
計
画
道
路
 

駅
・
田
原
線
　
 

農
業
振
興
区
の

農
業
振
興
区
の
 

規
制
緩
和
　
　

規
制
緩
和
　
　
 

農
業
振
興
区
の
 

規
制
緩
和
　
　
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

町
長
 

問
 

町
長
 

牛 尾 雅 一 

中国道下り加西サービスエリアから直接工業団地に

東部工業団地拡張の提案区域
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ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

農
業
施
策

農
業
施
策
 

農
業
施
策
 

安
全
安
全
な
街
な
街
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
街
づ
く
り
 

懸
案
懸
案
の
環
境
問
題

環
境
問
題
 

懸
案
の
環
境
問
題
 

町
政
町
政
の
基
本
姿
勢

基
本
姿
勢
 

町
政
の
基
本
姿
勢
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

小 林 　博  

 
 
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

が
少
な
い
。
資
格
確
認
書

を
国
保
加
入
者
全
員
に
送

付
を
。
 

 　
全
員
で
は
な
く
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
へ
の
送
付
を
考
え
て

い
る
。

 
 
国
保
税
は
他
保
険
に

比
べ
２
倍
程
の
高
さ
。
更

に
国
は
引
上
げ
を
指
導
し

て
い
る
。
子
ど
も
へ
の
課

税
・
福
祉
医
療
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
廃
止
の
要
望
を
。
 

 　
税
額
は
令
和
12
年
に
は

令
和
７
年
に
比
べ
38
％
増
、

福
祉
医
療
に
よ
る
減
額
調

整
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
１
３

５
０
万
円
。

　
全
国
町
村
会
か
ら
国
の

財
政
措
置
の
強
化
や
ペ
ナ

ル
テ
ィ
廃
止
等
を
要
求
し

て
い
る
。

 
 
当
町
の
国
保
予
算
編

成
は
費
用
を
多
く
見
過
ぎ

て
い
る
。
必
要
以
上
の
税

に
繋
が
る
の
で
は
。
黒
字

で
の
値
上
げ
、
基
金
増
の

た
め
の
値
上
げ
は
止
め
る

べ
き
だ
。
 

 　
予
算
は
県
と
協
議
し
決

定
し
て
い
る
。

 
 
県
の
示
す
標
準
保
険

税
率
は
参
考
値
。
３
自
治

体
の
み
が
県
の
数
値
を
使

っ
て
い
る
。
全
国
の
自
治

体
や
医
療
関
係
団
体
が
国

負
担
増
の
運
動
を
強
め
て

い
る
。
政
治
は
変
わ
る
。

福
崎
町
も
自
主
性
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
 

 　
全
国
町
村
会
等
を
通
じ

要
望
活
動
を
続
け
る
。

 
 
地
域
計
画
が
作
成
さ

れ
た
。
管
理
困
難
農
地
の

対
策
は
。
 

 　
荒
廃
農
地
の
解
消
や
再

利
用
に
は
様
々
な
施
策
が

あ
る
た
め
活
用
で
き
る
よ

う
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

 
 
稲
作
・
特
産
物
の
振

興
策
は
。
鳥
獣
被
害
で
個

人
へ
の
助
成
を
求
め
る
。
 

 　
稲
作
は
生
産
者
の
考
え

に
よ
る
。
も
ち
麦
は
付
加

価
値
の
向
上
に
努
め
る
。

鳥
獣
対
策
で
電
柵
の
個
人

へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な

い
。
貸
出
用
の
罠
の
数
を

増
や
し
対
策
に
努
め
る
。

 
 
河
川
の
整
備
計
画
の

年
度
予
定
及
び
調
整
池
の

管
理
の
再
確
認
を
す
る
。
 

 

　
七
種
川
の
長
野
橋
上
流

・
雲
津
川
上
流
域
・
西
谷

川
の
浚
渫
と
、
田
口
七
種

川
の
護
岸
工
事
を
予
定
。

調
整
池
は
県
条
例
に
沿
い

巡
視
・
点
検
を
し
て
い
る
。

 
 
駅
前
広
場
周
辺
の
安

全
対
策
の
進
捗
は
。
 

 　
福
崎
駅
田
原
線
の
整
備

と
合
わ
せ
信
号
整
備
の
要

望
を
し
て
い
る
。

　
南
側
交
差
点
前
は
継
続

し
て
要
望
す
る
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
問

題
の
進
捗
は
ど
う
か
。
 

 　
原
因
者
に
再
三
連
絡
し

て
い
る
。
６
月
に
２
日
間
、

県
と
町
の
立
会
い
の
下
草

刈
り
を
実
施
。
継
続
し
て

指
導
し
て
い
く
。

 
 
板
坂
の
不
法
占
拠
問

題
の
今
後
の
取
組
方
針
は
。
 

 　
最
高
裁
も
決
着
し
た
。

弁
護
士
と
撤
去
に
向
け
た

方
策
を
協
議
中
。
早
期
の

解
決
に
取
り
組
む
。

 
 
生
活
不
安
が
増
す
中

住
民
生
活
を
大
切
に
す
る

姿
勢
に
立
ち
還
っ
て
も
ら

い
た
い
。
 

 　
教
育
・
文
化
・
福
祉
を
大

切
に
す
る
と
い
う
原
点
は

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ

町村会を通じ要望を続ける 

福祉医療へのペナルティや 
子ども保険税の廃止を求める表明を 

豆 知 識 

福
祉
医
療
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
 

　
自
治
体
が
独
自
に
実
施
し
て

い
る
福
祉
医
療
費
助
成
に
対
し
、

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
を
し
な

く
て
よ
く
な
る
と
患
者
数
が
増

え
る
と
解
釈
し
、
増
え
た
医
療

費
に
つ
い
て
国
庫
負
担
を
減
額

す
る
仕
組
み
。
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収支均衡を図れるよう頑張っていきたい 

危機だと思いながら活動をして 
いただきたい 

 
 
昨
年
の
１２
月
の
全
協

で
財
政
の
悪
化
、
令
和
１５

年
に
は
財
政
調
整
基
金
が

ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
よ
う
な
報
告
を
受
け

た
。
な
ぜ
こ
う
な
る
ま
で

ほ
っ
て
お
か
れ
た
の
か
。
 

　
ほ
っ
て
お
い
た
と
い
う

感
覚
は
な
い
。
悪
化
の
原

因
は
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
な
ど
に
よ
る
人

件
費
の
増
と
く
れ
さ
か
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
積
み

替
え
運
搬
に
要
す
る
費
用

で
、
削
減
し
に
く
い
経
費

の
増
が
原
因
。
こ
れ
ほ
ど

急
激
に
人
件
費
が
伸
び
て

く
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

 
 
５
年
後
、
１０
年
後
、

未
来
の
町
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
も
、
今
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
約
束
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
今
、
福
崎
町
の
財
政
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

い
る
が
、
私
の
任
期
中
に

財
政
の
均
衡
は
道
筋
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
決
意
で
い
る
。

 
 
危
機
だ
と
思
い
な
が

ら
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
 

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を

入
れ
て
歳
入
も
増
や
し
、

歳
出
は
不
要
不
急
な
も
の

は
少
し
先
延
ば
し
さ
せ
て

い
た
だ
く
か
も
し
れ
な
い

が
、
収
支
均
衡
を
図
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

 
 
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
窓
口
負
担
無
料
化
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
国
は

町
に
対
し
国
庫
負
担
金
の

減
額
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

受
け
た
ま
ま
町
政
運
営
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
緩

和
を
求
め
る
べ
き
。
 

　
全
国
の
市
町
が
抱
え
て

い
る
問
題
で
、
全
国
市
長

会
、
町
村
会
か
ら
国
に
し

っ
か
り
と
要
望
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
も
要
望
し

て
い
る
。

 
 
給
食
費
の
無
償
化
は

町
長
の
政
策
で
は
。
要
望

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自

分
の
施
策
の
中
で
や
る
べ

き
だ
と
思
う
。
 

　
今
年
か
ら
段
階
的
に
、

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

を
、
私
の
政
治
家
と
し
て

の
判
断
で
実
施
し
た
。
小

学
校
の
無
償
化
に
向
け
て

進
め
る
と
い
う
よ
う
な
情

報
が
流
れ
て
い
る
た
め
、

国
で
確
実
に
や
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
私
の
思
い
を
お

伝
え
す
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 
 
ふ
る
さ
と
納
税
の
米

を
精
米
す
る
シ
ス
テ
ム
を

町
で
も
て
な
い
か
。
 

　
経
費
が
額
の
50
％
以
下

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
た

め
、
精
米
機
の
購
入
は
非

常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
他
の
産
業
部
門
や

食
料
品
を
取
り
扱
っ
て
い

る
事
業
者
と
の
公
平
性
を

考
え
る
と
特
定
の
品
目
に

対
し
て
町
が
経
営
支
援
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
精
米
機
の
購
入
は
考

え
て
い
な
い
。

　
 
食
糧
危
機
を
想
定
し

町
で
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
福
崎
町
の
米
を
福
崎
町

で
精
米
し
販
売
す
る
シ
ス

テ
ム
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

緊
急
防
災
に
も
使
え
る
の

で
は
。
 

　
今
の
と
こ
ろ
そ
う
い
う

考
え
は
な
い
。

 
 
部
活
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
教
育
長
の
お
考
え
は
。 

　
国
で
は
い
ま
だ
に
令
和

８
年
度
以
降
の
方
針
や
細

か
な
対
応
が
確
定
し
て
い

な
い
。
子
ど
も
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
含
め
、
ど
う
す
る
こ

と
が
生
徒
に
と
っ
て
一
番

良
い
の
か
と
い
う
視
点
で
、

今
後
も
多
く
の
人
の
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
経
済

的
支
援
も
念
頭
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

 
　
全
部
国
や
県
に
任
せ

る
で
は
な
く
、
福
崎
町
で

も
負
担
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。
 

　
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
る

と
思
う
が
、
教
育
委
員
会

と
連
携
を
密
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
一
番
大
切
だ

と
い
う
視
点
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
も
で
き
る
こ
と
は
や

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

農
林
振
興
課
長
 

教
育
長
 

城 谷 英 之 
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今
年
は
、
気
象
庁
観
測
史
上
初

め
て
6
月
中
に
梅
雨
明
け
と
な
り
、

連
日
の
猛
暑
で
す
が
、
熱
中
症
対

策
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
6
月
定
例
議
会
は
、

4
月
の
選
挙
後
初
の
定
例
議
会
で
、

議
員
定
数
が
現
在
の
14
名
に
な
っ

て
か
ら
新
人
議
員
6
名
全
員
を
含

む
最
多
の
12
名
の
議
員
が
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
町
政
全
般
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
行
政
並
び
に
議
会
活
動
を
住

民
の
皆
さ
ん
に
的
確
に
お
知
ら
せ

し
、
分
か
り
や
す
く
目
を
通
し
て

い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
て

委
員
全
員
で
知
恵
を
し
ぼ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
写
真
・
イ
ラ

ス
ト
等
、
紙
面
づ
く
り
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
ま
す
事
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
牛
尾
雅
一
）

委 員 長　田 中 康 智  

副委員長　牛 尾 雅 一  

委　　員　牛 尾 成 利  

委　　員　城 谷 英 之  

委　　員　住 谷 庸 子  

委　　員　中 田 貴 子  

議会広報常任委員会 

６月２９日　水防訓練 

「優しいガジロウさん」作：秋山 弘隆氏 

議会だより173号で写真やイラストを 
募集したところ、イラストが届きました 
のでご紹介させていただきます。 

コメント：イタズラばかりしていたガジロウは 
　　　　　今では改心して子どもに優しく接し 
　　　　　ていることと、人間から愛され親し 
　　　　　まれている姿をサキちゃんが観光客 
　　　　　に説明している様子を楽しい絵に描 
　　　　　きました。 


